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22-1 科学的社会主義の任務

労働者党の誇りは未来を示すこと、そして、労働者階級は革命的である

「団結は、そこから成長する労働組合とともに、ブルジョアジーとの闘争のための労働者

階級の組織の手段として極度の重要性をもっているだけではなく──この重要性は、なか

んずく、合衆国の労働者でさえ、選挙権と共和制とがあるにもかかわらず、それを欠くこ

とはできないということに現れている──、プロイセンおよび全ドイツにおいては団結権

はさらに警察支配や官僚制度の打破であり、僕婢条例や農村における貴族経営を粉砕し、

要するに、それは、『臣民』が成人になるための方策であり、この方策は、進歩党でも、

すなわちプロイセンにおけるどのブルジョア的野党でも、気が違っていないかぎり、プロ

イセン政府よりも、ましてやビスマルクごときの政府よりも、百倍も早く承認できるはず

のものなのです！これに反して、他方では、王国プロイセン政府の協同組合援助は──そ

してプロイセンの事情を知っているひとならばだれでもはじめから必然的な矮小規模をも

知っているでしょう──経済的方策としてはゼロですが、同時にこれによって後見制度が

拡大され、労働者か階級の一部が買収され、運動が無力化されるのです。……、労働者党

も、もしビスマルク時代とか他のなんらかのプロイセン時代によって王様の恩寵のおかげ

で金のリンゴが自分の口にころがりこんでくると思い込むならば、もっとずっとひどい物

笑いの種になるでしょう。プロイセン政府の社会主義的干渉というラサールのいまわしい

幻想にたいする幻滅が現われるであろうということは、少しも疑問の余地がありません。

事物の論理がものを言うでしょう。しかし、労働者党の誇りは、このような妄想の空虚さ

が経験によってはじけるより前に、そのような妄想を退ける、ということを要求していま

す。労働者階級は革命的なのであり、そうでなければそれはなにものでもないのです。」

（マルクスからエンゲルスへの手紙（1865年 2月 18日）不破哲三氏編 書簡集１）

科学的社会主義の任務

『空想から科学へ』は次のような言葉で結ばれています。

「この世界解放の事業をなしとげることは、近代プロレタリアートの歴史的使命である。

この事業の歴史的条件、およびそれとともにその本性そのものを究明し、そして、行動の

使命をおびた、今日のところ抑圧されている階級に、かれら自身の行動の条件と本性とを

自覚させることは、プロレタリア運動の理論的表現である、科学的社会主義の任務である。」

(エンゲルス『空想から科学へ』1880年 新日本文庫P75)


